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第1625回例会
令和２年６月11日（18：30～19：30）

○ソング
　◦四つのテスト
○スマイルBOX
　◦中目公英会長（本年度残り3回だけになりました。今日も皆様にお会いでき、うれしく思います。今日梅雨

入りしたそうです。コロナ禍の本年ですが、天候だけは穏やかであるといいですね。）
　◦高畠裕会員（先週は誕生祝いを頂きありがとうございました。今月は結婚記念日もありますので給付金を派

手に使いたいと思います。）
　◦鶴丸彰紀会員（誕生日お祝いを頂きありがとうございました。お友達キャンペーンのチケットと合わせて、

家族円満のために外食に有効利用させて頂きます！）
　◦居川孝男会員（三男、陽明が無事税理士登録をしました。今後、私同様ご指導いただければ幸いです。）
　◦永野文雄会員（白河地方も今日から「梅雨入り」なそうです。健康に注意しましょう。）
　◦宮本多可夫会員（5大部門の委員長さん、回顧ご

苦労様、と同時に一年間の活発な活動に感謝いたし
ます。）

　◦関谷亮一会員（欠席の連絡をミスってしまいま
したがSAA（吉田委員長）のやさしい心で出席を
許可していただきました。ありがとうございまし
た。）

　◦山田顕一郎会員（とりあえずスマイルです！）

A 出席免除を受けていない正会員数 ４４名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １４名

T  全 正 会 員 数 ５８名

C  Ⓐの出席者数 ２０名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ０名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 ７名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ２７名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ５１
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ５２．９％

第1625回例会出席状況� （R２年６月11日)
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本日のプログラム
■会長の時間 中目公英会長

　今日も皆さん方にお会いできて嬉しく思います。私
の担当する例会、今日を含めてあと3回でございま
す。大変肩の荷が軽く飛んで上がりそうな気分であり
ます。皆さん方にお伝えをするロータリー情報もわた
くしが伝えるべきものは残り少なくなってまいりまし
た。今日は会長の時間をお借りをいたしまして、今年
度のロータリー国際大会について少しお話をさせても
らえればと思います。今年はハワイで国際大会を開催
する予定でございましたが、このコロナの関係で中止
となりました。ただ、国際ロータリーの執行部でも
いろいろと対策を練りまして、バーチャル国際大会
として6月20日から26日まで開催されます。私も27年
ロータリー歴はありますが、不真面目なロータリアン
で、国際大会に参加したことは大阪であった時1回だ
けで、その時もただ行っただけで会議はほとんど何も
聞いてなかった記憶しか残っていません。皆さん方の
多くも国際大会に参加をするのは少ないのではないか
と思います。是非、バーチャルで開かれる国際大会に
インターネットを通じてご参加をいただければと思い
ます。現在、マイロータリーの中に国際大会のページ
が載っておりまして、私は参加しますということを表
明するサインアップを受け付けている最中でありま
す。是非サインアップをしていただきまして、少なく
とも6月20日と6月21日の本会議だけでも国際大会の雰
囲気を味わっていただければと思います。6月20日は
「ロータリーと共に力をつなごう」、原語で言います
と Together we connect というテーマでもって開か
れます。現地時間は朝の8時から9時15分までなのです
が、日本時間は夜の10時から11時15分までになってお
ります。多少ほろ酔いになっていたとしてもパソコン
の画面の前に座ってるだけでいいのです。それから、
6月21日の日曜日は同じ夜の10時から11時15分までで、
「ロータリーと共に学びを深めよう」 Together we 
learn という題でもって本会議が執り行われます。是
非、皆さん方ご参加をいただければと推奨いたします。
簡単ではありますが今日の会長の時間といたします。
今日は、五大部門と先週の小委員会の残りの委員会で
の回顧になっておりますので各委員長さん、どうぞよ

ろしくお願いいたします。

■幹事報告 兼子聡幹事

◦国際ロータリー第2530地区　ガバナー芳賀裕　ガバ
ナーエレクト石黒秀司：国際ロータリー第2530地区
2020-21年度会員増強・拡大ロータリー情報委員会
セミナー開催のご案内

◦白河駅伝競走大会実行委員会　会長鈴木和夫：第25
回しらかわ駅伝競走大会実行委員会総会の開催につ
いて

◦白河市長鈴木和夫：街頭献血キャンペーンの実施と
記念品等の協賛について

■本日のプログラム

一年回顧

◦ＳＡＡ 吉田充委員長

　皆さん、こんばんは。会場監督一年
間務めさせていただきました吉田でご
ざいます。会場監督ＳＡＡという委員
会、初めて配属で何を最初やっていい

のかわからなかった部分はあったんですが、会運営の
中で会員の皆さんが楽しく一年間を過ごせるようにと
いう思いで頑張ってまいりました。いろんな意味合い
で私一人ではできなくて、渡部会員と池田会員、湊会
員、それから事務局の大竹さんに一年間お世話になっ
たということでございます。本当にありがとうござい
ました。会場監督をやるにあたって、今年はとにかく
楽しく例会運営ができるような形を考えて行きたいと
いう思いでやったのですが、まず一つは例会のお食事
という部分で皆さんに満足していただけるようなお食
事をこの第一ホテル担当の方と、一週間一週間今週は
何にしましょうかというふうな連絡を取り合いながら、
そのお弁当の内容もどういったものということも含め
て協議した上でお弁当が毎週変わったと思うんですが、
それでも好き嫌いもありますでしょうし、ちょっと物
足りないなあという部分も例会の中で一人一人の会員
の方々に今日の食事はどうだったのとか聞きながら、
翌週にお話を反映させていくような流れを取りました。
一年間、本当に満足いったかどうかという部分は皆さ
んの食べたもの見て判断していただくしかないんです
が、それはそれで一生懸命やったかなというふうに思
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います。あともう一つ、お食事を残さないようにとい
うことで気を付けまして、皆さんに出席欠席出てない
人もいたりするので、その方には出てなかったですよ
というふうなことを伝えたり、出席なのか欠席なのか
大竹さんのほうから連絡して確認していただいたり、
そういった部分でお食事の数をなるべく残さないよう
にということでやってきました。今日もお弁当ぴった
りでした。1個も残らない部分でできました。そうい
うふうな形で一年間皆さんのおかげをもちまして、本
当に楽しくやってこれたかなというふうに思います。
これでＳＡＡの回顧という形にしたいと思います。ま
た、来年から一つ新しい事業が始まりますが、その節
もよろしくお願いしたいと思います。ありがとうござ
いました。

◦職業奉仕委員会（小林義勝委員長） 代読 兼子聡幹事

　委員長さんがちょっと欠席なもので
すから、代わりに代読をさせていただ
きたいと思います。職業奉仕委員会の
一年回顧につきましては、年度初めに

は数々の奉仕活動を計画をしておりましたが、諸般
の事情で実践することができませんでした。2月の第1
例会で、「株式会社朝日ラバー」代表取締役社長、渡
邉陽一郎様をゲストに迎え卓話をいただきました。こ
の白河地区に工場を立地した経緯、取り扱っている商
品の紹介、従業員と経営陣とのコミュニケーションを
とることの大切さ等をとても勉強になるお話をしてい
ただきました。会員の方々はもとより、関係された皆
様に心より感謝を申し上げ、一年の回顧といたします。
ということでございます。以上でございます。

◦社会奉仕委員会 齋藤孝弘委員長

　皆さん、こんばんは。社会奉仕委員
会の回顧の前にちょっと悲しいお知ら
せが一つあります。実は昨日、諸橋君
がゴルフカートに轢かれまして骨折い

たしまして、約2～3週間は入院するんじゃないかとい
うことですので、コロナの関係でお見舞いは遠慮する
ということですので、皆さん戻ってきたら楽しく遊ん
でやってください。それでは回顧させていただきます。
本年度から、社会奉仕委員会単独の委員会ということ

で、会長の思い入れと今までやってきた経緯というこ
とで、「那須甲子少年自然の家」のほうのロータリー
の森の現状の視察等を決定してまして、それを現状視
察してそれで記念碑を新しく作るか新しくまた記念事
業をするかということで計画していたんですが、「那
須甲子少年自然の家」のほうの事情とコロナの関係で
移動例会等も考えていたんですが、それもこの今回
の騒動でこの計画は頓挫してしまいました。ですので、
次年度以降何年か後になるかわかりませんが、またど
こかでロータリーの森の視察でもしていただければな
と思っております。それと、今年は青少年育成につい
てロータリー財団のほうから、できれば資金の申し込
みを行って白河市内の小中高に何か寄付できればなと
考えてました。私がＰＴＡに携わっている時に、どう
しても体育文化の費用が非常に少なくて、県大会に行
く費用が足りなかったり、全国大会なんかに行くとか
なりの金額がかかって、それは市からの予算なんてい
うのは本当に微々たるもので、非常に全国大会なんか
に行くとお金がなくなってしまうという現状があって、
非常に苦労した思いがあります。それに伴って、特に
楽器なんかは非常に古くて新しいのを買えない状況と
か、そういう修理なんかも非常にお金がかかって、な
かなか新しい楽器も買えないしという現状がありまし
て、これはちょっとロータリーのほうで何とかしたい
なと思っておりました。その中で、第一小学校の器楽
部が全国大会で最優秀賞ということで、ちょうど期間
もはまって「コントラバス」を寄贈するということに
なりまして「コミネス」の発表会の報告大会で、その
時に壇上のほうで寄贈してまいりました。現物も届き
まして今、盛んに練習始まった頃だと思っております。
今後もできれば年内中に一度、小学校のほうに訪問し
て中目会長と寄贈式をやってみたいなと思っておりま
す。以上です。よろしくお願いします。ありがとうご
ざいました。

◦プログラム委員会（櫻岡敏之委員長） 代読 兼子聡幹事

　それでは、プログラム委員会の櫻岡
委員長より原稿預かっておりますので、
代読をさせていただきます。本年度
は、2019年7月4日の第1589回から始ま

り、2020年6月25日まで39回の例会が開催。新型コロ
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ナウィルス感染防止につき、11回の例会が休会となり
ました。例会では、各担当委員会例会、恒例の各種定
例会のほかに、4名の会員卓話、7回のゲスト卓話で一
年間のプログラムを構成しました。ご協力をいただき
ました会員の皆様には本当に感謝申し上げます。また、
急なプログラム変更やゲストからの要望など、ご理解
とご協力をいただきました。会長、幹事、そしてＳＡ
Ａの皆様には心より感謝申し上げます。一年間、あり
がとうございました。

◦米山記念奨学会委員会 居川孝男委員長

　目標は3名でして佐藤清作先生、中
目会長と私とでご協力いただきまし
て、目標は達成いたしました。あと今
年からクラブから一人五千円を積み立

てていくということで出しておりまして、多分事務局
さん五千円を各自にロータリー財団の寄付金の領収書
を貰えるように申請してくれているんですよね。とい
うことで、今年末来年の確定申告の時に皆様方に五千
円の寄付の分の所得税の寄付金控除ということで、基
本的に二千円が足切りになります。ですから、三千円
所得控除の税額控除の対象になりますので、併せて今
年度別な寄付金があると、それらも有効に使えるとい
う、今度は一つ二千円だけなのでもっともっと新年度
に寄付していただければもっと寄付金控除ができます
し、特定の寄付であれば多分中目さんだと税金が1割
くらい安くなる。吉野次年度だと2割くらい安くなる。
所得に応じて税率が変わってくるということでござい
ますので、所得税払っとかないと寄付金控除しても
戻ってきませんけど、高額の方になれば有効に使える
と思いますので、是非その五千円のやつプラス新しい
こういうふうな何かのご時世の寄付があれば合わせて
お使いいただいて、各自所得税の確定申告で年末調整
では使えません。確定申告で使えるようになりますの
で、ひとつ戻るんで確定申告ネットで今出来ますので
やってみるのもひとつ勉強かと思います。一年間、大
変お世話になりました。ありがとうございました。

◦ゴルフ愛好会 齋藤孝弘会長

　ゴルフ愛好会の回顧を行いたいと思
います。会員同士の交流を深めてとい
うのが第一の目標で、ＪＣとＹＥＧと
の交流コンペ、あと姉妹クラブのコン

ペなどを企画することになっておりました。コンペも
今年2回行いまして、あとはＪＣとＹＥＧと姉妹クラ
ブのコンペも行いました。そのほか、分区などのコン
ペの参加も行いました。コロナの関係で後半のコンペ
はできませんでしたが、次年度に繋げていきたいなと
思っております。よろしくお願いします。

◦野球愛好会（小林義勝監督） 代読 兼子聡幹事

　こちらも監督から原稿を預かっておりますので、代
読をさせていただきます。今年度の活動を報告いた
します。6月30日、全国ロータリー甲子園野球大会で、
大分県の別府北ロータリークラブさんと対戦しました。
前日からの雨のため、4回途中4対4の引き分け試合で
した。9月16日、ＦＩＴ野球大会はこれまた雨のため
試合は中止となりました。「スパリゾートあぶくま」
にて、白河ロータリー、大子ロータリー、白河西ロー
タリーの3クラブで楽しく懇親会を行い懇親を深めて
まいりました。10月18日、東北地区親睦野球大会は宮
城県の仙台市営球場にて開催され、私たちは岩手県の
大船渡西ロータリークラブさんと対戦し勝利すること
ができました。次年度は、我がクラブがホスト役で大
会を運営しますので、会員の皆様のご協力をよろしく
お願いをいたします。会員の皆様方には、一年間応援
をしていただき心より感謝申し上げます。

◦中目公英会長

　それでは、先週今週と五大部門並び
に小委員会委員長の回顧ありがとうご
ざいました。時間が余りましたので、
これは会長責任で何か喋らないとまず

いなと思っていましたので、ちょっとここでお時間を
いただいてお話をさせてもらいます。5月の最終週の
土日と先週の土日で、地区研修協議会がオンラインで
行われました。日本全国のそれぞれの地区の中で、多
くの地区は書面による地区研修協議会で、分厚い資料
を送って読んどいてくれ、あとほったらかしという地



第1625回例会 令和２年６月11日（５）

区研修協議会がほとんどでした。しかし、石黒次年度
ガバナーはオンラインでやりたいということで、2530
地区は先進的な地区としてオンラインでいたしました。
また、先週の例会が終わった後、第2回クラブ協議会
が行われまして、着々と吉野・堀田年度が進んでいま
す。今週はレターボックスに入っていませんでしたか
ら、おそらく来週皆さん方に次年度の所属委員会が
全部オープンになるんだと思います。昨年の11月末の、
我がクラブの臨時総会でクラブの定款・細則を変更さ
せていただきまして、吉野・堀田年度で、変わったと
ころは中長期戦略委員会がなくなり、ビジョン推進研
修委員会という委員会名に変更になりました。一番の
変わったところは会長エレクトのポジションと副会長
のポジションが変わりました。今日ここにおられます
から、鈴木孝幸さんと高畠裕さんは第2回クラブ協議
会の時になんで今度俺は何もないのかと、ひしひしと
感じたんだと思います。それはロータリーの考え方が
こういうふうに変わったんです。今まで、ロータリー
は五大部門、クラブ奉仕、職業奉仕、社会奉仕、国際
奉仕、青少年奉仕、これを五大部門といいますが、こ
の五大部門がみんな同等、平行的に全部等しく横並び
状態と考えてきたわけです。我がクラブの定款・細則
はそういうふうになっていたわけです。クラブ奉仕も
国際奉仕や職業奉仕、社会奉仕も同じレベルで、その
一つの部門としてクラブ奉仕があったというわけであ
ります。今度の定款・細則変更によりましてクラブ奉
仕という名前はなくなってしまいました。それはどう
いうことかというと、その五大奉仕が並列化のどれも
これも同じ奉仕ではないんだということを国際ロータ
リーは言ってるわけです。昨年末の例会の会長挨拶の
中で、あるいは今年初めだったか記憶は不確かですが、
皆さん方に1枚のペーパーをお渡しをして説明させて
もらったことがあります。ロータリーの樹というイ
メージです。ロータリーを、根っこが生えて大きい太
い幹があって、枝があって葉っぱがあると例えた時に、
クラブ奉仕というものは根っこのポジションにあるも
ので、それ以外の職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕、青
少年奉仕もいってみればクラブ奉仕の中の大きい一部
門だと国際ロータリーは考えているというわけであり
ます。今まではクラブ奉仕Ⅰが会長エレクトで、クラ
ブ奉仕Ⅱが副会長だったのですけれども、会長エレク

トと副会長は無任所になりました。つまり、会長と同
じ事を全部考えなさいという意味です。会長エレクト
と副会長のポジションは、会長と同じように全部担当
するというポジションで、2年前から会長と同じよう
にすべての事に関与して、すべての事について俺だっ
たらどうしようと、万が一会長に急に何かあった場合
にすぐ代わりうるようなポジションとして会長エレク
トと副会長があるということであります。本当はそれ
を細則の中に書きたかったのですが、宮本先生がいや
そんなこと書かなくたって会長エレクトと副会長に
なったとはそういう気構えを持ったからなるんだから、
そこまで書かなくたっていいと強いサジェスチョンを
いただいたので細則には書きませんでした。会長エレ
クトと副会長のポジションが宙ぶらりんになってると
いうのは何もしなくたっていいと意味では全くなくて、
会長と同じことをすべてについて考えなさいという意
味だというふうに理解をしていただきたいところです。
クラブ奉仕Ⅰとクラブ奉仕Ⅱという名前はなくなって
はいるのですけれども、実質はあり、クラブの今後3
年間の方向性を担っていただく3人の方々には今回の
定款・細則の変更で、任務が強く重たくなったのだと
肝に銘じていただければ大変ありがたいなと思ってい
るということであります。本当は来週の会長の回顧の
時に喋ろうと思っていたことの一つを、お願いしたい
と思っています。それからもう一つ、お話をしたいの
は、我がクラブは来年の地区大会の時にロータリー
賞受賞はもうほぼ確定しました。しかも、シルバー
賞、ゴールド賞、プラチナ賞というロータリー会長特
別賞の中でも一番上のロータリープラチナ賞をゲット
できることが確定しました。これは皆さん方のお力で
あります。吉野年度の地区大会にはみんなでこぞって
参加をして、ロータリー賞の中のプラチナ賞を貰いま
しょう。我がクラブとしては、事業として鳴島年度と
私の年度で何か変わったことをしてるわけではないの
ですが、ロータリー賞を貰うための要点だけを抑えた
だけという違いなんですね。ですから、吉野年度の時
も要点を抑えれば必ず我がクラブは、毎年必ずクリア
できるほど活発なクラブですから、それは継続しても
らえればいいと思います。それともう一つだけ。これ
は残念な事のほうとしてお話しないといけないのです
が、先程、齋藤孝弘社会奉仕委員長からちょっと話が
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出ましたが、ロータリー財団のお金を使って何かしよ
うと考えた場合、2530地区のロータリー財団の年間の
スケジュールでは、自分の年度でやりたいといったら、
その前年度11月までに意思表明をし、年明けの3月ま
でに事業計画を出さないと、7月から始まる年度の事
業にロータリー財団の補助金が貰えないんです。ただ、
その次の年度の事業を誰が計画するんだと、我がクラ
ブにはまだ組織だってそれを考えるという担当委員会
が決まっていないんですね。これを早めに決めないと。
先程居川先生から話があったとおり、我がクラブは財
団60万円、米山に60万円づつ寄付してるんです。米山
は今回、チョウ・ナンダ・トゥンさんが来て世話クラ
ブになりましたから、出した分以上に帰ってきてチョ
ウ・ナンダ・トゥンさんに奨学金を差し上げることが
できます。我がクラブの事業実績になります。財団は
60万円出していると3年後に四分の一、15万円貰える
んです。その15万円で事業をしようと思っても駄目で、
必ず30万円の事業、つまり補助金と同額を自分のクラ
ブの自己財源として出さないといけません。15万円貰
えるということは15万円自分のクラブで用意をして30
万円の事業を毎年計画するシステムを作ってしまえば
いいんです。11月に表明するのはどうってことありま
せんが、前年度の3月までに事業計画を作る委員会を
割り振っておいて、その委員会は事業計画を出して承
認を受けるとこまでの役目でもって、その委員会が決
めた事業内容をどの委員会に割り振らせるかという問
題は次年度の執行部が決めるというシステムを我がク
ラブで作らないともったいないでしょう。もっと大き
い事業内容の計画を出せば、グローバル補助対象にな
るような事業だとすると、200～300万円貰うことがで
きるわけですね。ただ、その立案する委員会が残念な
がらない。次年度の組織は、来年ここの委員会の委員
長やってくれと声掛けをするのが大体2月くらいです。
3月までにロータリー財団の審査を通るような事業計
画を決めろと、誰も手足になるような委員会メンバー
もいない中で、何やっていいのかわからない状態で1
か月間で事業計画を立てろというのは次年度の委員長
さんは手をあげざるを得ない、お手上げですと言わざ
るを得ないでしょう。その前の年の担当の委員会で、
自分たちで事業しなくたっていいけれども、その次の
年度にこういう事業をやってもらいたいという原案だ

けを作る委員会というのを決めておいた方が、いいの
ではないしょうか。毎年ポール・ハリス・フェローの
10万円相当、1,000ドル相当の人と、毎年一人5,000円
づつ、今年はその時のレートで、一人52ドルづつ寄付
したことになりましたが、52ドル分の寄付をする動
機づけが難しくなります。喜んで出す代わりに喜んで
そのお金を社会に世の中のためになるように有効に使
いましょうというほうの、使うほうの事業も寄付金を
出すことと同等以上に考えないと、どうしても使えな
いという状況になっています。阿部克弘さんがタバコ
を吸う時の灰皿代わりのちょっとしたボックスを寄贈
する事業もできなかったので、結局、鳴島年度と私の
年度と吉野年度と3か年間財団の金は使ってないんで
す。2530地区60何クラブありますけど、使ってないク
ラブのほうが少ないんです。使ってるクラブが大概な
んです。ということは出してないのに使ってるところ
も多いということですね。西クラブ60万円も出してる
んですから使ったほうがいいでしょう。もっともっと
貪欲に使いませんか。貪欲に使うにも事業を立案する
システムが我がクラブには残念ながら確立されていな
いので、是非35年の吉野年度の時にはどこかの委員会
にその次の年の3月までに、つまり鈴木孝幸年度にや
る事業の計画だけを立てる委員会を是非割り振っても
らって、3月までに計画をして、その計画の内容は鈴
木孝幸年度のこの委員会に割り振るという引き継ぎの
仕方をすれば上手くいくんじゃないのかなと思ってい
ます。財団の補助金が貰えなかった、貰えるシステム
がなかった、確率されていないというのは本当に残念
な心残りな点なので、是非この欠点を次年度考えても
らえればありがたいところです。ちょっと早いですけ
ど大体このくらいで残り時間の会長の責任を果たさせ
ていただければと思います。ありがとうございました。


